
様式１ 

令和７年度指定管理業務評価表 
 

施設名 岡崎市市営住宅・特定公共賃貸住宅 

施設所管課 都市基盤部 市営住宅課 

指定管理者名 東洋システム・日本管財グループ 

指定管理期間 令和４年４月１日から令和９年３月31 日まで 

 

Ⅰ 業務の履行確認【適正性】 

評価項目 評価基準 所管評価 

１ 施設全般の管理運営 ○適・改善 

(1) 基本管理 基本協定書等に基づき、適切な管理（個人情報の取扱い含む）がされたか  

(2) 職員配置 基準に基づき、適切な人員配置がされたか  

(3) 職員研修 業務に必要な研修・教育が適切に行われたか  

(4) 利用促進業務 利用者拡大のための利用促進業務が適切に行われたか  

(5) 法令順守 管理運営にあたり、法令は順守されたか  

(6) 危機管理 事故、災害時の対応体制が確立されているか。安全性の確保に努めているか。  

(7) 情報保護・情報公開 個人情報保護・情報公開制度に基づき、適切に運用されたか  

２ 利用状況 ○適・改善 

(1) 利用状況 利用者数・稼働率等は、適切な水準か   

(2) 利用料金（使用料） 利用料金の設定、徴収・減免・還付、利用許可の手続は適切か  

３ 保守点検並びに清掃業務等 ○適・改善 

(1) 保守点検業務 基準に基づき、保守点検（昇降機、電気機械、電話、消防設備等）が適切に行われたか  

(2) 清掃・維持管理業務 基準に基づき、清掃、廃棄物処理、維持管理が適切に行われたか  

(3) 保安・警備業務 基準に基づき、保安・警備業務が適切に行われたか  

(4) 修繕業務 基準に基づき、修繕業務が適切に行われたか  

Ⅰの総括 Ⅰ 業務の履行に対する施設所管課の評価理由 

適 
入居者募集業務、退去手続き業務、使用料収納業務、保守点検清掃業務及び移転支援業務等

については、各種仕様書及び管理運営計画に基づき、概ね適切に履行された。 

 

Ⅱ サービスの質に関する評価【有効性】 

評価項目 評価基準  

１ 利用者評価 アンケート結果 

(1) 接客業務 利用許可等における接客、クレーム対応等の対応は適切か 良・○適・不適 

(2) 施設運営業務 実施された事業内容は円滑に行われ、適切か 良・○適・不適 

２ 目標達成度 所管評価 

(1) 取組姿勢 施設目的や運営課題に沿った目標となっているか。目標達成に向けた取り組みを行ったか。 ○良・適・不適 

(2) 目標達成 目標は達成されたか ○良・適・不適 

３ 事業の実施 所管評価 

(1) 提案事業 基準に基づく提案事業が効果的に行われたか  ○良・適・不適 

(2) 自主事業 施設の目的に沿った自主事業が効果的に行われたか ○良・適・不適 

Ⅱの総括 Ⅱ サービスの質に対する施設所管課の評価理由 

良 

入居率の目標値設定については、施設目的や地域の住宅事情を踏まえた適切なものとなって

いると認められる。目標達成に向けては、募集情報の周知方法を工夫し、本庁舎連絡通路、リ

ブラ、子ども美術博物館など新たな掲示場所を追加するなど、より多くの入居希望者に情報が

届くよう取り組んだ。あわせて、入居希望者アンケートを実施し、申込に至る経路を把握する



ことで、広報手段の効果検証にも努めている点は評価できる。 

また、令和7 年度は大樹寺住宅1 号棟の供用開始に伴い、大樹寺荘から一般住戸（66 戸）

への移転の対応を行うとともに、同棟における車椅子使用者専用住戸（１戸）については、移

転対象者の中に車椅子使用者が不在であることから、一般公募を行い、移転事務と募集事務に

より、補助金交付対象基準日までの同棟への移転完了と満室化が実現し、入居率の向上と補助

金事務にも寄与したものと評価できる。 

さらに、入居率や収納率の目標達成、子育て世帯及び高齢者世帯への配慮、入居者への適切

な指導など、各項目における取組は、施設の設置目的及び管理運営上の課題に即したものとな

っており、概ね適切に実施されたと評価できる。 

指定管理者の自主事業についても、退去時の畳・襖・鍵交換手続きの窓口を一本化する取組

が継続的に利用されており、入居者の利便性向上に資するものとして評価できる。 

 

Ⅲ サービス提供の効率性・安定性に関する評価【効率性・安定性】 

評価項目 評価基準 所管評価 

１ 効率的な運営状況 経費の節減及び効率的な管理運営のための創意工夫がみられるか ○良・適・不適 

２ 施設運営の事業収支 ○適・改善 

(1) 施設運営の事業収支 事業収支は妥当か。使用料や利用料金の増等につながっているか。  

(2) 施設経営状況 施設経営状況分析指標の結果は、妥当か   

(3) 経営状況 指定管理者の経営状況は妥当か   

Ⅲの総括 Ⅲ サービス提供の効率性・安定性に対する施設所管課の評価理由 

良 

運営委託料の大部分を占める修繕費については、限られた予算の中で効率的な管理運営を行

うため、優先順位を付けた対応が行われている。 

具体的には、点検や現地確認により把握した不具合について、劣化状況や入居者の生活への

影響を踏まえて修繕の要否を整理し、必要なものから順次対応することで、経費の抑制と業務

の効率化に努めている。 

また、空家修繕においては、入居が見込まれる住戸を優先して修繕し、入居機会の確保につ

なげている。さらに、大樹寺住宅1 号棟の管理開始に伴う移転対応や、市営平地住宅における

不審火対応など、年度中に発生した個別の課題についても、関係機関や自治会等と連携しなが

ら対応を進めており、現場対応の円滑化と住民サービスの維持に配慮した運営が行われている。 

総じて、経費節減と安定したサービス提供の両立を意識した運営がなされており、効率的な

管理運営の観点から概ね適切であったと評価できる。 

 

総合評価 市の評価（特に評価した点がある場合、その点も記入） 

A 

令和7 年度は、大樹寺住宅1 号棟の移転対応について、移転支援事務所の体制強化や関係者

との調整を通じて、補助金交付基準日までの移転完了及び早期満室化につなげるなど、円滑な

事業運営が図られた。 

また、募集広報の工夫やアンケートによる効果検証を行い、入居希望者への情報発信の改善

に努めた。 

さらに、市営平地住宅で発生した不審火事案に対しては、迅速な初動対応と再発防止策を講

じ、入居者及び周辺住民の不安軽減に効果があった。 

そのほか、各業務は概ね仕様書等に基づき適切に履行されており、修繕業務においても優先

順位を付けた対応や空家修繕の工夫が見られた。 

総じて、経費の抑制と安定したサービス提供の両立を意識した管理運営が行われていたと評

価できる。 

  

 

 



 

 

 

 ※ 本業務評価は毎月の報告書、随時の現地調査、年度事業報告書等を基に評価しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰの総括基準 

 適 ＝所管評価がすべて適である。 

 改善＝所管評価で改善がある。（要改善） 

 

Ⅱの総括基準 

 良 ＝アンケート結果・所管評価がすべて適以上であり、４つ以上良がある。 

 適 ＝アンケート結果・所管評価がすべて適以上であり、良が３つ以下である。 

 不適＝アンケート結果・所管評価で不適があり、早急に改善する必要がある。 

 

Ⅲの総括基準 

良 ＝所管評価がすべて適以上であり、かつ特に評価すべき点がある。 

 適 ＝所管評価がすべて適である。 

 改善＝所管評価で改善がある。 

 

総合評価基準 

 Ａ (優良)＝ すべての総括項目が適以上であり、かつ特に評価すべき点がある。 

      （Ⅱ サービスの質に関する評価【有効性】を評価する場合は、良でなければならない。） 

 Ｂ (良好)＝ 総括基準が適である。 

 Ｃ (要改善)＝ 総括評価で改善、又は不適がある。 


